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関 係

法 律

法 � 
,, 

（爵管）
国立学校設置 法の一部を改正す る 法律 （37) 5・ 1

国民拝 金法等の一部を改正す る 法律 （69) 5・ 28

日本学校安全会 法の一部を改正す る 法律 （76) 5・ 3 0

報 第102 ・ 10 3号

を改正す る 法律 （99) 6 • 15 

l 一悶のた

政 令
国立大学の大学院に置く研究科の 名称及び課程を定

める政令の一部を改正す る政令 （11 3) 5・1

日本学校安全会 法施行令の一部を改正す る政令 （1 38)

5・ 30

国立学校の職員を増置す るため文部省本省の定員に

附加すべき定員を定める政令 （1 56) 6 ・12

文部省組織令の一部を改正す る政令 （1 70) 6・ 15

国立学校設置 法施行令の一部を改正す る政令 （192)

6・ 2 0

小笠原諸島の復帰に伴う文部省関係 法令の適用の暫

定措置に関す る政令 （20 3) 6・ 2 4

私立学校振興会の資 金貸付の対象となる各種学校の

範囲を定める政令の一部を改正す る政令 （2 17) 6・ 25

府 令
思給 法等の一部を改正す る 法律の施行に伴う思給 年

額の改定及び請求手続きに関す る総理府令 （総理2 8)

5・ 28

本邦から南方地域に渡航す る者及び沖縄から本邦に

渡航す る者に対して発給す る身分証明書の発給の申

請書等及び身分証明書受領証の様式を定め る総理府

令の一部を改正す る総理府令 （同 39) 6・ 25

省 令
国立学校設置 法施行規則の一部を改正す る省令

（文部12) 5・ 1

国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関

す る省令の一部を改正す る省令 （同 1 3) 。

公立義務教育諸学校の学側扇制及び教職員定数の標

準に関す る 法律施行規則等の一部を改正す る省令

（同 1 4) 5・ 8

公立高等学校の設置， 適正配置及び教職員定数の標

準等に関す る 法律施行規則等の一部を改正す る省令

（同 15） 。

国立学校の職員を増置す るため 文部省本省の定員に

附加すべき定員を定める政令による定員に関す る省

令 （同16) 6・ 12

国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関

す る省令の一部を改正す る省令 （同 17) 。

日本学校安全会 法施行規則の一部を改正す る省令

（同 1 8) 6・1 5

義務教育費国庫負担法第二条但書の規定に基き教

職員給与費等の国庫負担額の最高限度を定め る政

令施行規則の一部を改正す る省令 （同1 9) 。

文部省設置 法施行規則の一部を改正す る省令

（同2 0） 。

国立学校設置 法施行規則の一部を改正す る省令
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（同21)

国立大学の大学附置の研究所の研究部門に関す

る省令の一部を改正す る省令 （同 22)

私立学校振興会の資 金貸付け の対象となる各種

学校の課程を定める省令の一部を改正する省令

（同2め

国家公務員等の旅費支給規程の一部を改正す る

省令 （同 36)

旧令による共済組合等からの 年金受給者のため

の特別措置法第4 条第 3項の規定に基く附属の

島を定める省令の一部を改正す る省令 （同訂）

小笠原 諸島の復帰に伴う関係文部省令の適用の

暫定措置等に関する省令 （同24)

規 見IJ
人事院事務総局の組織の一部を改正す る規則

（ 人事院 2 - 3 )  

人事院事務総局の職制の一部を改正す る規則

（同2ー7 )

俸給の特別調整額の一部を改正す る規則

（同9 ー17 )

職員の災害補償の一部を改正す る規則

（同 1 6- 0 )

俸給の特別調整額の一部を改正す る規則 （同9

-17 ) 

俸給表の適用範囲の一部を改正する規則 （同9

-2 )  

初任給， 昇格， 昇給等の基 準の一部を改正す る

規則 （同9 -8 )  

品＋

文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正する

訓令 （同18 )

。 文部省所管物品管理事務取扱規程の一部を改正

する訓令 （同19 )

文部省所管国有財産取扱規程の一部を改正する

6・25 訓令 （同2 0)

文部省宿舎事務取扱規程の一部を改正する訓令

6・26 （同21)

文部省所管旅費規則の一部を改正する訓令 （同

22) 

。 文部省所管日額旅費支給規程の一部を改正す る

訓令 （同2 3)

lj 教員等の勤務時間等の特例に関す る規定の一部

を改正す る訓令 （同24)

人事に関す る権限の委任等に関す る規程の一部

5 • 1 を改正する訓令〈同25 )

文部省本省職員勤務評定実施規程の一部を改正

b す る訓令 （同26)

文部省所轄機関等職員勤務評定実施規程の一部

5 • 25 
を改正する訓令 （問27 )

文部省所轄機 関の研究部長等及び研究室長等の

6・10 選考基 準の一部を改正する訓令 （同28 )

国立学校等の職員の休憩時間及び休息時聞に関

6 • 17 す る規程の一部を改正する訓令 （同29 )

文部省庁舎管理規則の一部を改正す る号II令

6・22 （同 30)

昭和43年度における国立学校の定員に附加す る

。
職の種類ごとの定員を定める訓令 （同 31)

特殊勤務手当の一部を改正する規則 （同9 - 30) 6・26 告 刀主

俸給の特別調整額の一部を改正する規則 （同9 保健婦助産婦看護婦法第21 条第1 号に規定する

-17 ) 6・28 学校を指定した件 （文部15 4～15 6)

自II 令 通信教育を認定した件 （同157 )

国立大学の学部の附属病院及び その 分院並びに 保健婦助産婦看護婦法第22 条第1号に規定する

附置研究所の附属病院に置く診療科を定める雷｜｜ 学校を指定した件 （同158 )

令の一部を改正す る訓令 （文部11 ) 5 • 1 保健婦助産婦看護婦法第22 条第1 号に規定する

文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正す る 学校を指定した件 （同159 )

訓令 （同12) ;,, 
教員免許状授与の所要資格を得させるため の課

文部省所管船舶新E員に対する旅費支給規則の 程を認定した件 （同1 61 )

一部を改正する訓令 （同1 3) 5 ・25 昭和43年度の司書及び司書補の講習を大学に委

教頭を置く国立大学の学部の附属幼稚園を指定 嘱した件 （同1 62)

する訓令の一部を改正する訓令 （同14) 6 • 12 
短期大学の位置変更を認可した件 （同1 6 3・164)

国立大学の学部の附属病院及び その 分院並びに

附置研究所の附属病院に置く診療科を定める訓 大学の廃止を認可した件 （同166)

令の一部を改正する訓令 （同15 ) ;,, 
大学院の廃止を認可した件 （同167 )

文部省所管会 計経理事務取扱 通則の一部を改正 昭和43年度社会教育主事講習を行なう大学， 受

す る訓令〈同1 6) 6 • 15 講者の 人数， 選定の方法， 講習の期間等を告示

文部省会計事務取扱規程の一部を改正する訓令 （同1 68 )

（同17 ) ;,, 技術教育のため の施設を指定した件 （同169 )
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報
固有資産等所在町村交付 金の交付等に ついての事

務委任に関す る件の本文を改正す る件

昭和43 年5 月・6 月

｜ 第 4 条中，工学部の「化学工学科」の次に「 電子工学科

！ 」を加える。

（ 文部1 71 ) 6 • 15 i 第6 条を次のとおり改める。

文部省の所管に関す る船舶に関し船舶所有者が

行なう手続に ついて文部大臣の代理官を指定し

た件の一部を改正す る件（同1 72 )

文化庁の所掌に係る補助 金等に つ いて，その交

付に関す る事務を文化庁長官に委任した件

（同1 73 )

11 

I/ 

：第6 条 本学に大学院をおく。

i 2 大学院に関す る規則は， 別に定める。

! 第18 条中「入学志願者に ついては，」を「入学を志願す

｜る者に ついては，」に改める。

！ 第3 5条第1 項を次のとおり改める。

i第3 5条 入学を志願す る者は， 検定料として 3 ,000円を納

｜ め なけ ればならな い。郵便 法等の規定に基づき郵便番号を定める件の

一部を改正す る件（郵政486 ) 6 ・2 5 I 同 条第2 項を第3 項とし，同項中「前項に準じ」を「前

昭和43 年 度高等学校教員資格試験を実施す る件

（ 文部26 1 )

2 項の規定に準じ」に改め ，第1 項の次に次の1 項Iを加え

6・ 2 1 Iる。

官 庁 報 告 2 入学料は， 4,000円とし，入学手続きを行な うとき納

: め な け れぜならな い。
昭和42 年 度第三・四半期における国庫の状況報

告（内調） 5 ・ 8
! 第訂条中「第3 5条に準じ」を「前条の規定に準じ」に改

' める。

昭和42 年 度第三・四半期における予算使用状況

報告（同）

昭和43 年 度国家公務員採用 初級試験 公告（人事

院事務総長）

,ll.l. 
7- 内 規 員リ

富山大学事務分掌内規の一部改正

5 ・1 8

6 . •  1 

富山大事務 分掌内規の一部を改正す る内規を次のように

制定す る。

昭和43 年 5 月8 日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学事務 分掌内規の一部を改正す る内規

富山大学事務 分掌内規（ 昭和39 年 2 月1 0日制定）の一部

を次のように改正す る。

附則中， 昭和42 年7 月1 4日改正の附則第2 項を次のとお

り改める。

2 削 除

附 則
この内規は， 昭和43 年5 月8 日から施行し， 昭和43 年5

月1 日から適用す る。

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を改正す る学則を次のように制定す

る。

昭和43 年5 月1 0日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学学則の一部を改正す る学則

富山大学学則（昭和25 年 1 月20日制定） の一部を次のよ

うに改正す る。

第56 条中「工学専攻科 生産機械工学専攻」を削除す る。

第58 条中「 工学専攻科 生産機械工学専攻 5 名」を削

除す る。

第6 7条第4項を次のとおり改める。

4 聴講を願 い出る者は， 検定料として 1 ,5 00円を，第2

項に定める選考により合格し，入学しようとす る者は，

入学料として 2 ,000円を納め なけ ればならな い。

別表第1 中，工学部電気工学科欄の「ム電気機器」を「ム電

気機器学」に， 「ム電気 通信」を「ム 通信工学」に，「ム

自
動

制御」を「ム制御l工学」に改め ，同工業化学科欄の「ム

工業物理化学」を「ム 応用物理化学」に改め ，同 生産機械

工学科欄を次のとおり改める。

生産麗扇｜ム切削加工ム工業 計測ム塑性加工｜
工 学 科 ｜ム制 御機器 ｜ 

同化学工学科欄の次に次の1 欄を加える。

｜ 匿璽｜
別表第3 を次のとおり改める0

． 学 部 ｜ 学 科 等｜

文 学 科 ｜

文理学部l l 
理 学 科 ｜

小学 校 教 員 ｜

笠且畳一重」
教 育学部 ｜ 喜志守塁 ｜

養護学校教員 ｜

経済学部 置問
薬 学 科 ｜

薬学 部 l l 製・薬化学科 ｜
｜ 電気工 学科 ｜

入￥雇員
印名

125 名

1 00名

5 0名

2 0名

160名

5 0名

50名

5 0名

癒
定

貢

2 00名

37 0名

400名

2 00名

40各

640名

23 0名

15 0名

18 0名

- 3 -
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工 学 部

議事は， 出席者の過半数をもって決する。 可否同数の

ときは， 議長がこれを決する。

（幹事）

第 7条 委員会に幹事をおき， 経理部長をもってあてる。

幹事は， 委員会の庶務を処理す る。

附 則
この規則は， 昭和43年5 月1 0日から施行する。

2 

160名

170 名

210 名

17 0名

5 0名

60名

5 0名

40名

1 60 名

40名

40名

40名

富山大学工学部規程の一部改正

富山大学工学部規程の一部を改正す る規則を次のように

制定する。

昭和43年5月10 日

3,32 0名

附 則
との学則は， 昭和43年5 月1 0日から施行し， 昭和43年4

月1日から適用する。

9 45 名計A 
ロ

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学工学部規程の一部を改正する規則

富山大学工学部規程（昭和25 年1 2月15 日制定）の一部を

次のように改正する。

題名を次のとおり改める。

富山大学工学部規則

別表 （1）中， 機械工学科の表のうち授 業科目の「 制御理論

」を「制御工学」に改め ． 化学工学科の表の次に次の 1表

1
を加える。

富山大学液体窒素製造装置室設立準備

委員会規則の制定

富山大学液体窒素製造装置室設立準備委員会規則を次の

ように制定する。

昭和43年5 月1 0日

子

空位数 i
i専攻科目 ｜ 

数 学

電気 磁気 第 1

電気磁気 第 2

電気磁気演習

電 気回路 第 1

電気回路 第 2

電気回路演習

電気磁気測定

電子 物性 工 学

電子材料及び部品

電 子 計 測

真 空 工 学

真空 管 工 学

放電 管 工学

超高周波電子 管

固体電子工学

電 子 回 路

特殊電 子 管

電 子 応 用

通 信 方 式

情 報 工 学

制 御 工 学

電子計装工 事
電子演算工 学｜

電 波 応 用l

4・

qu

nd

nd

nd

qu

qL

？』

RU

関連科目

生 産 管 理

通 信 工 学概論

械 械工学概論

工 業 化 学概論

電 気 機 器概論

電子 工学概論

工 業 英 語

応 用 数 学

応 用 物 理

目科

科

業

ー孟九
寸ー

授

工

富山大学長 横田嘉右衛門

富 山大学 液体窒素製造装置室設立準備委員会規則

（設置）

第1条 富山大学に富山大学 液体窒素製造装置室設立準備

委員会（以下「 委員会」と いう。 ）をおく。

（目的）

第 2 条 委員会は， 学長の諮問に 応じ， 液体窒素製造装置

室設立に関し， 次の事項を審議する。

(1） 機種選定に関する事項

(2） 運営方針に関する事項

(3） 規則等の作成に関する事項

(4) その他液体窒素製造装置室設立に関す る必要な 事項

（構成〉

第3 条 委員会は， 次の職員で構成する。

(1） 各学部長（経済学部を除く。）が推せんした教官

各2 名

1 名

若干名

(2） 教養部長が推せんした教官

(3） 学長が必要と認め た者

（必事務局長

2 委員につ いては， 学長が委 嘱する。

第 4 条 委員会に委員長をおく。 委員長は， 委員の互選に

よる。

（ 議事）

第 5 条 委員長は， 会 議を招集し， その 議長となる。

2 委員長に事故あるときは， 委員長の指 名する委員がこ

れに代わる。

第6 条 委員会は， 構成員の2 分の1以上が出席しなけ れ

ば開会することができない。
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報 昭和43 年 5月・ 6月

電子工学実験第 2 
電子工学実験第 4 

電子工学実験第 4 

電 子 工 学演 2 

電 波 法 2 

輸 1

卒 業 論 1 0  

別表（2）を削る。

附 則
1 この規則は， 昭和43 年5 月 10 日から施行し， 昭和43 年

4月1日から適用する。 ただし， 別表（2）の改正規定は，

める。

別表 中「 I I 
l教 養 部｜総務係長 ｜

｜附置図書舘l // I 

’J 

。る

を

め改

」

に

」

ィケ

「
i教 養 部｜ グ ｜ 
i附属図書館｜総務係長｜

ィア

// 

附 則
この要項は， 昭和43 年5月1 5 日から施行し， 昭和43 年5

月 1 日から適用する。

富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
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富山大学における出納官吏等の官職

指定に関する内規の一部改正

富山大学における 出納官吏等の官職指定に関る内規の一

部を改正する内規を次のように制定する。

昭和43 年5月15 日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学における 出納官吏等の官職指定に関する内規の

一部を改正する内規

富山大学における出納官吏等の官職指定に関する内規

（昭和41年3 月3 日制定） の一部を次のように改正する。

別表1 中， 出納員として指定する官職の項の教養部欄の

「総務係長」を「会 計係長」に改め る。

別表2 中， 分任収入官吏として指定する官職の項の教養

部欄の「総務係長」を「会 計係長Jに改める。

別表3 中， 歳入歳 出外現金 出納官吏として指定する官職

の項の教養部欄の「総務係長」を「会 計係長」に改める。

附 則
この内規は， 昭和43 年5月15 日から施行し， 昭和43年5

月1 日から適用する。

富山大学金庫管守要項の一部改正

富山大学金庫管 守要項の一部を改正する要項を次のよう

に制定する。

昭和43 年5月15 日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学金庫管 守要項の一部を政正する要項

富山大学金庫管守要項（昭和43 年3月30日制定）の一部

を次のように改正する。

第1条中「会 計係（教養部， 附属図書舘および経営短期

大学部にあっては総務係。附属学校にあっては附属学校係

。）」を「会 計係（附属図書舘および経営短期大学部にあ

っては総務係。 附膚学校にあっては附属学校係。〉」に改

富山大学物品管 理事務取扱細則の一部を改正する細則

富山大学物品管 理事務取扱細則（昭和35 年4 月 22 日 制

定）の一部を次のように改正する。

別表第3 の1 物品出納官および代理物品出納官の表 中，

教養部欄の「総務係長」を「会 計係長Jに， 「会計主任」

を「庶務係長」に改める。

附 則
この細則は， 昭和43 年5月15 日から施行し， 昭和43 年5

月1 日から適用する。

富山大学における予算執行職員の補助

者の官職指定に関する内規の一都改正

富山大学における予算執行職員の補助者の官職指定に関

する内規の一部を改正する内規を次のように制定する。

昭和43年5月15 日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学における予算執行職員の補助者の官職指定に関

する内規の一部を改正する内規

富山大学予算執行職員の補助者の官職指定に関する内規

（昭和41 年3月3 1日制定） の一部を次のように改正する。

別表1中， 教養部欄の「総務係長」を「会 計係長」に改

める。

別表3 中， 教養部欄の「 総務係長」を「会 計係長」に改

める。

附 則
この内規は， 昭和43 年5月1 5日から施行し， 昭和43年5

月1 日から適用する。

富山大学教養部規則の一部改正

富山大学教養部規則の一部を改正する規則を次のとおり

- 5ー



改める。

（専門課 程への 移行）

第10条 一般教育課 程の科目を履修し， 所定の単位を修得
した ことを教授会において認定された学生は， それぞれ
専門課 程へ移行するものとする。 ただし， 別に定めると

ころにより，措置 することができる。

2 前項の認定をしたときは．教養部長は各学部長へ通知
するものとする。

（助言教官 ）

第11条 教養部所属学生の補導のため，助言教官 を お

く。

2 助言教官につ いては， 別に定 めるところによる。

（退学 ，除籍につ いての協議 ）

第12条 教養部所属学生の 退学．除籍の 場合 ，教養部長は

当該学部長と協議 するものと する。

附則 （昭和42年4月 1日制定 ）第 2項の 次に次の 1 項を

加える。

3 昭和41年度以前の 入学生は， この規則の施行にかかわ

らず， な お従前の例による。

別 表中
「

「｜「 授 業 科目出｜」

品4・f

制定 する。

昭和43 年6月 21日

第102・103 号

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学教養部規則の一部を改 正する規則

富山大学教養部規則 （昭和42年4 月1 日 制定 〉の一部を

次のように改正する。

第 1 条中「教養部で行なう一般教養の教育に関し」を「

教養部で行なう教育に関し」に 改める。

第5条 （ 見出しを含む。 〉を次のとおり改める。

（最低修得単位教 〉

第S条 学生は， 次の 各号 に定めるところにより履修しな

ければならない。

(1）一般教育科目

人文科学系列

社会 科学系列

自然科学系列

3 科目12単位

3 科目12単位

3 科目12単位

計 9 科目3 6単位

ただし，1科目は原則として4単位とする。

外国語 科目

英 語

ドイツ語

2単位

2単位

計 4単位

ただし，実技 2 単位のうち1 単位は，専門課 程期間中に

お いて履修 する。

第6 条第 2号 中「毎週 2時間15週」 を「毎週 2 時間 また

は1 時間 15週 」 に改める。

第7条の 見出し中「掲示」を「履修申告」に，条文中「掲

示」 を「公示」に改め，第1 項の次に次の 1 項を加える。

2 学生は， 履修および受験 しようと する科目につ いて ，毎 学期始め一定期間 内に所定の 履修申告をしな ければな

らない。

第8条を次のとおり改める。

第8条 蹟修科目の成績評価は，筆記試験 （ 以 下「試験 」

という。 〉その他の 方法によって授 業 担当教官 が行なう。

2 成績評価は，優，良， 可 および 不可の評語をも って表

わし， 可 以上を合 格とし， 不可を不合 格と する。

3 単位の認定は， 成績評価に基づき教授会 が行なう。

第 9条中「修了」を「終了」に，「掲示」を「公示」に

改め，第1項の 次に次の 2項を加える。

2 前項の試験にお いて不合 格となった科固または欠試し

た 科目につ いては，再履修のうえ，単位の認定をうける

ことができる。

3 追試験につ いては，Jjljに定めるところによる。

第1 0条 から第12条まで（ 見出しを含む。 〉 を次のとおり

を門 」

目科

「

8単位

8単位

16単位計

保健体育科目

講 義

実 ，技

(2) 

(3) 

を

に改める。

附 則
この規則は．昭和43 年6 月21日 から施行し ． 昭和43 年 4

月 1日から適用する。

」
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保健体育
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英 語
ドイ ツ 語
プ ラ ンス語
ラ テ ン 語

英科

科

旦
育
科
目

目
一

育
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目

外
国

語一
保

健
体

「

富山大学教養部学生の助言教官に関する
規則の制定

富山大学教養部学生の助言教官に関 す る規則を次のとお

り制定 する。

昭和43 年6月 21日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学教養部学生の助言教官に関する規則
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報 昭和43年3 月・4月

第 1条 富山大学教養部規則第11条第2 項に 基づく助言教｜ 富山大学授業料減免選考委員会規則〈昭和24 年10月 18 日

官に関する必要な事項は， この規則の定めると こ ろ に｜ 制定 ）の一部を次のように改正する。

よる。 ｜ 第2条中 「各学部Jを「学部または教養部」に改める。

第2条 学生は， 入学後一定期間 内に，教養部の専任教官｜ 附 則
のうちから助言教官を 選ぶ ものと する。 ｜ この規則は ． 昭和43 年6月21日 から施行し． 昭和42年4

2 第3 期においては ．前項によるもののほか． 各学部 か！ 月 1 日 から 適用する。

ら 選出された教官が助言にあたるものとする。

附 則
この規則は ，昭和43 年6月2 1 日 から施行し， 昭和42年度

入学生 から 適用する。

富山大学放射性同位元素総合実験室運営

規程の一部改正

富山大学放射性同位元素総合実験室運営規程の一部を改

正する規則を次のとおり制定 する

昭和43 年6月2 1日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学放射性同位元素総合実験室運営規程の一部を改

正する規則

富山大学放射性同位元素総合実験室運営規程 （昭和4 0年

4月22日 制定 ）の一部を次のよ うに改 Eする。
題名を次のとおり 改める。

富山大学放射性同位元素総合実験室運営規則

第 1条中 「規程」を「規則 」に改める。

第5条第 2 項第2号を次のとおり 改める。

(2）文理学部 ，教育学部， 薬学部 ，工学部 および教養部 か

ら 選出された教官 各 1名

附 則
この規則は， 昭和43 年6月2 1日 から施行す る。

富山大学授業料減免選考委員会規則の一

部改正

富山大学授業料減免選考委員会規則の一部を改正する規

則を次のとおり制定する。

昭和43 年6月21日

富山大学長 横田嘉布衛門

富山大学授業料減免選考委員会規則の一部を改 宣する規

則

人 事

現
か民ム「F 職｜ 民 名 異

諸 4』
;z::i; 議

第4固 評 議 会（5月7 日 持廻り）

（議題）

学部対抗全学運動会の実施に 伴なう休業について

(1）休業を希望する日 時

昭和43 年5月 11 日 （土〉午前 10時4（｝ 分以後

(2）全学運動会の日 時

昭和43 年5月11日 （土）午前 11 時10分より

第5回 評 議 会（5月10日 ）

（議題）

（雨天の時は中 止）

1 . 富山大学学則の一部を改正する学則〈案）に ついて

2. 富山大学 工学部規程の一部を改正する規則〈案）につ

いて

3 . 富山大学液体窒素製造装置室設立準備委員会規則（案）

について

4. 教官人 事について

5. 大学祭について

6. その他

第6困 評 議 会（6月14 日 ）

（議題）

1. 昭和43 年度当初予算について

2. 富山大名誉教授の称 号 授与に ついて

3 . 教官人 事について

4. その他

第7回 評 融 会（6月21 日 ）

（議題〉

1. 昭和44 年度新規概算要求について

2. 富山大学教養部規則の一部を改正する規則 （案〉につ

いて

3 . その他

異 動

動 内 h生h1・

海 原 裕 昭 ｜ 助教授 （教養部 ）に採用する

｜ 発令年月 日 ｜ 発令 者
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文 部技官（文理学部）に採用するミツ子JI I 

事務員（工学部〉に採用する幸 。子田浜
’r // 岡リ田真
，， 技能員（工学部）に採用する平秀イ白佐

。技能補佐員（文理学部）に採用する光広域....., 
正吉

事務補佐員（教養部）に採用する子信田東

教養部会計係長に昇任させる

教授に昇任させる

ィア

雄

雄

教養部庶務係長に配置換する� 
口信田黒

。臨時用務員（教養部）に配置換する作幸井浜

6. 事務員に配置換する

富山商船高等専門学校に出向させる

。

ィア

辞職を承認する正浩J 11 黒
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5月30日 シンポジウム（新樹寮， 体育会〉，映写会（東洋

哲学研究会，沖縄県学生会〉，映画会「ヴェトナムの若い

母」「天国と地獄」 （映画研究会）討論会「現代 の学生

運動を考える」（社会科学研究会），ティ」チイン「私達

はどのような教育系学生であるべきか」 （教育学部学生

会）， 研究発表（フォ」クダンス〉

5月31日 フェンシング，空手，創作舞踊，弓道，落語，
謡曲，ギタ」マンドリン， フィ／レハ』モニ～演劇公演
「ゲァージニア・ウルフなんかこわくない」 （劇団ふだ

い），レコ」ドコンサ』ト，講演会「現代社会と 大学の

役割」立命館大学総長末川博氏

6月1日 講演会「科学と現代」 名古屋大学教授坂田昌一
氏， 公開ゼミナーJレ・お化屋敷（文学科〉化学教室（薬
学部），体力測定（体育会），公開講座（工学部），イタ

イイタイ病展示（理学科），討論会（歴史部），英語劇
(E.S.S），放送劇「白峰」 （放送研究会），講演映

画会（平和を守る会）

6月 2日 茶会（茶道部），法律相談所（親法会），講演

会及びシンポジウム「大学と はその社会的役割」講師中

岡哲郎氏，歌声喫茶（ユネスコクラプ），五党立会演説

会（実行委員会），模擬店

6月 3日 講演会（講師井上清氏），合評会（書道），盆

踊り，フィナーレ（ト』チサ』ピス〉， 全学シンポジウ

ム（実行委員会）

5月29日～6月 2日 ユ』ス

。

展示 会（美術， 書道，写真，

ユネスコ， 天文展，F IWC展）

報

..0勘
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祭
第14回を迎えた恒例の大学祭は，5月31日の開学記念日

を中心に5月28日から6月 3日まで同実行委員会主催のも

と に次のとおり多彩な行事が実施された。

5月28日 全学集会，記念植樹，市中行進・仮装行列，フ

オ」クダンス，盆踊，ファイアスト』ム，模擬店・夜店

5月29日 講演会「現代日本の教育情勢と家永訴訟の意義

」講師宗像誠也氏，第5回学生会議「アジアの平和と日

本JCI.S.A主催アジア学生会議），映写会・ 天文観測

会（天文同好会），落語・クヲス討論（2年経a ），工

場見学（2年工業化学）

// 

本学体育会主催による第2回全学運動会は好天に恵ま

れ，5月 11日（土）本学グランドで行なわれた。運動会は

約1,0 0 0名の学生が参加し，各種目が競われた結果次の学

部が入賞した。

第 1 位 教育学部

第2位 工学部A

第3位 経済学部

第1 4回

昭

動

学

雅

諸

運

大

沢

内

,Ll..l,, ・T-全

学

ホステJレ，
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報 昭和43 年5月・6月

学生父兄の本学施設見学について

本学 では昨 年の大学祭開催中に， 学生父兄の本学 施設見
学 ならび に学内における学生生活の一端を紹介するため学

生父兄の参観会を開催したが，極めて有意義な行事として

好評を得たので， 本年も大学祭期間中の5月30日 （木）に

開催したところ ，昨 年より百数十名も上 廻る父兄約430名

の多数が出席した。

午前 11 時 から教養部 4番教室において後援会長（副会長

中井精一氏 ） ならびに横田学 長のあいさ つがあり，佐々木

事務局長， 養国学生部長 ，渡辺教養部長 からそ れぞれ概況

説明をしたのち， 学生会舘大集会室において父兄出席者会

員と後援会役員， 本学各学部教官及び事務関係 者等約5 00

余名が出席して懇親会が行なわれ，このあと父兄は各学部

ごとに別 れて 施設見学，教官 との懇談等学部別 行事に参加

し，午後 3 時過ぎ盛況裡に参観会を終了した。

学部別父兄出席者数は下記のとおりで ある。

文 理 学 部 ｜ 訂

教 育 学 部 ｜ 89名

経 済 学 部

薬 学 部

工 学 部

合 計

81名

25名

1 44名

4 26名

永年勤続者の表彫

本学職員表彰規則による本年度の表彰式 は5月3 1日（本

学創立記念日〉 午前 1 1 時 から本部会議室で行なわれ． 次の

26 氏 が永年勤続 者として表彰された。

「 勤続 35 年」

岡崎初雄（文理学部）

島崎藤一（ 。 ） 

「勤続20年」

津林繁信（経理部主計課〉

大坪力蔵（ グ 経理課）

前島健治 （施 設 課）

佐藤 供枝（文理学部）

中村富美子（ 。 〉

沢泉重夫 （教育学部）

泉敏郎（ 。 〉

結城善之（ 。 ） 

石原幾久栄（ グ ） 

金岡スミ子（ 。 ） 
田嶋スミ（経済学部）

松為周従（教育学部）

山口政則 （ 。 ） 

御福富美子（薬学部〉

静丁繁雄（工 学 部）

大井信一（ グ ） 

宮尾嘉寿（ 。 ） 

神田睦夫 （ 。 ） 

数 見宇佐男（ グ ） 

梅原隆章（教養部）

多村節子（ 。 ） 

松村すえ子（ グ ） 
中島政次（ 。 ） 

結城敏（附属図書舘）

教官と新入学生との合宿懇談会

昭和4 3年度の入学生 95 3名の学生 は， 新 しい大学生活の

第一歩をふみ出して輝 かしい耗望に燃えている。

し かし， 新入学生には，これ から身をも って体得しなけ

ればならない学習 上 のことや， 初めて体験する学 園生活に

おける諸問題に ついて多くの疑問点と， よく知りたい事項

もたくさんあろうと恩われるので． 昨 年 から教官と新入学

生 が合宿により起居をともにして懇談できる機会を設け，

これらの学生に対する指針の一助に役立 てることとしてい

る。

本年も． 希望学生 と教養部 および各学部の教職員の参加

ならび に学生部 関係職員の協力 により下記のとおり実施し

た。なお，今回実 施 しなかった学部は10月， 11月に実施す
る計画である。

記

会場 石川県鳳至郡穴水町

鳳至地区穴水青 年の家

日程お よび 参加学生数
l

期 日 ｜ 学 部｜ 参 加
｜ ｜学生 数

6月22日 出～23日（日）｜ 工学部／ 2s名

6月 29 日 匂～30日 （日 〉｜文理学部l 印

計 I I as名

教官の外国出張

本年5 ・6月における教官 の外国出張者は次のとおりで

ある。 （所属官職氏名， 出張期間， 出張先国， 出張目的の

JI原） 工学部助教授 八木寛 43. 6 .  15～45. 3 . 31 

アメリ カ合衆国，シュヲキュ』ズ大学 において，電子計

算機，電子装置により生 体内の信号伝導機構がい かになっ

ている かを研究するため。

職 員 消 息

く新任者＞
文理学部

文部技官 小川ミツ子

技能補佐員 岩城 広充

工学 部

事務員 浜田幸子
ィ？ 真田 同リ

技能員 佐伯 秀平

教 養 部

助教授 海原 裕昭
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第10 2・10 3号

助教授 河野 昭一

学

主 要 日 誌

10 日 評議会

11 日 学部対抗全学運動会

13日 アイソト」プ運営’委員会
14 日 事務協議会

16 日 科学教育研究室入室式

1 7 日 育英会北陸地区事務協議会

25 日 補導協議会

27日 認定講習委員会

28 日 大学祭前夜祭

29 日 学寮補導委員会，大学祭 （6月 3 日 まで）

30 日 学生父兄の大学施設見学， 後援会理事会

31 日 開学記念 日 ，永 年勤続者表彰式

6月 4 日 レクリエ」ジ ョ ン委員会，公務員宿舎委員会

5 日 液体窒素製造装置室設立準備委員会

6 日 体育部会

8 日 公務員宿舎委員会

10 日 事務協議会

12日 教養部運営協議会

13日 建築委員会

14 日 評議会

15 日 補導協議会

19 日 腸ノ4ラチプス予防接種

20 日 学寮補導委員会

21日 評議会

22日 補導協議会

22・ 23日 教官と新入学生との合宿懇談会（工学部）

24～27 日 文部省会計実地監査

27 日 入学者選抜方法研究委員会

29 日 補導協議会，胃の検診

29・ 30 日 教官と新入学生との合宿懇談会

（文理学部）

｜文理学部 ｜
5月8 日 文学科懇話会

研究発表者 手崎政男教授－徒然草の序章

について一

9 日 X線間接撮影

15 日 教授会，人事教授会，学部職業補導委員会

23・ 24 日 全国文理学部長連絡協議会於鹿児島大学

6月5 日 文学科懇話会（研究発表者 岡崎初雄教授

一「 ゲ」テと世界文学」について）一

6 日 立 山研究室運営委員会

1 2日 教授会，学部レクリェ』ジョ ン委員会

19 日 文学科教官会議

25 日 文部省会計実地監査

26 日 定期健康診 断

28 日 アイツト』プ取扱者検診

29 日 アイツト」プ取扱者検診 ，胃の検診

く改 姓＞
文理学部

事務補佐員 松 紘子

工学部

文部 技官 中村 優子

く住所変更＞
学生部学生 課

文部事務官 永森 俊夫

（旧姓・式庄）

（旧姓・清水）

文理学部
助手 宮谷 大作

事務補佐員 松 紘子

助教授 高木光吉｜郎

助教授 堀 令司

事務員

助教授

金定 良治

山口 博

教育学部

助教授 藤 木 興三

授

。

部

教

学薬

加藤 龍夫

三橋 監物

助教授

助 手
砂

吉井 英一

井上 正美

安立 準

文部事務官 永森 芳子

工学部

技能員 柴野 貞子

教養部

教 授 斉 藤 節

経営短 期大学部

講 師 谷川 宗隆

部 ｜
補導協議会，教養部運営 協議会

計算センタ』運営委員会

学寮補導委員会

� 

9 日
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報

｜教育学竺｜
5月7日 職業補導委員会

8日 教務・補導合同委員会，教務委員会，定期健

康診 断
13日 協力高等学校 と教育実習に関する打合会

18・19 日 附属小学校教育 研究発表会

22日 教務委員会，教授会，学部補導委員会

24・2 5日 北陸地区教員養 成学部（分校）事務長協議

会

2 8日 学部図書委員会

29日 予算委員会，人事教授会

6月3 日 教務委員会

10日 名古屋市教員採用説明会

12日 教授会，人事教授会，兵庫県教員採用説明会

，川崎市教員採用説明会

1 5日 附属学校（園 ）連合運動会

19 日 定期健康診 断，大阪府教員採用説明会，埼玉

県教員採用説明会， 補導委員会，補導委員と

学生との懇談会

2 5日 文部省会計実地監査

2 6日 人事教授会

2 8日 中学校教育実習打合会

｜経済学部l
5月6日 職業補導委員会（第3 回）

13日 職業補導委員会（第4 回）
チ 就職希望学生学部内面接（1 8日 まで）

1 6日 教授会（第5回）

1 8日 新睦会レクリヱ』シ ョ ン（金大郎温泉）

20日 職業補導委員会（第5回）
2 7日 職業補導委員会（第8回）

30日 人事教授会

6月3 日 職業補導委員会（第7回）

6・ 7日 国立十 大学経済学部長，事務長会議

10日 職業補導委員会（第8回）

12日 経済学会委員会

13日 教授会（第6回），教務委員会（第8回）

1 5日 教授会（第7回），越嶺会総会

1 7日 職業補導委員会（第9 回）

1 8日 親睦会幹事会

24日 職業補導委員会（第10回）

2 5日 文部省会計実地監査

2 7日 経済学会委員会

｜薬 学よ｜
5月6日 学部予算委員会

7日 学部図書委員会

8日 教授会

11 日 人事教授会

昭和43 年5月・ 6月

15日 学部レクリェ」シ ョ ン委員会

1 7日 大学院薬学研究科委員会

23日 教授会，職業補導委員会

24日 X線直接撮影

28日 職業補導委員会

29日 健康診 断，薬学部共同利用研究施設装置管理

運営委員会

6月5日 腸パラチフス予防接種

5・6日 薬学教育講座

7日 教授会，教官選考委員会

19日 教授会，人事教授会

2 5日 カリキ旦ラム委員会，文部省会計実地監査

2 7日 教授会

｜工 学 部 ｜
5月8日 一般教授会，国家公務員上級試験説明会

9 日 レ ントゲ ン間接撮影，腸ノ4ラチフス予防接種

15 日 学生定期健康診 断（一般検診）

I/ 学部補導委員会， 工学研究科小委員会， 学科

主任会議

6月5日 一般教授会，専任教授会

1 5日 学部レグリェ』ジ ョ ン委員会

17日 補導委員会

2 6日 一般教授会，専任教授会
4》 文部省会計実地監査

2 8日 学則 第悶条1項 4 号調査 委員会

｜竺－�＇
5月1 5日 人事教授会，教授会（第3 回）

22日 補導委員会

6月5日 教授会（第4 回）

8日 教授会（第5回）

1 8日 教務委員会

2 6日 教授会（第6回）

29日 胃の検診

｜附属図書館 ｜
5月1日 本館内事務打合会

6日 向上（第1・回）

10日 図書館商議会

1 6日 X線間接撮影

24日 事務打合会（第2 回〉

6月6～ 8日 全国々立 大学附属図書館長会議（東京 大学

にて）

21日 本館内事務打合会

24日 文部省会計実抽監査

29日 胃の検診
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昭和43 年5月・ 6月
........ 守・ 報 第102・ 103号

｜経営短期大学部i
5月8日 短 大後援会総会（ 学生会館にて〉

グ 教授会

18日 親睦会レクリェ」ジ ョ ン（金大部温泉〕

21日 球技大会（ 学 友会主催）

6月 5 日 教授会

12日 教授会

14日 教授会

24日 文部省会計実地監査

29 日 胃の検診
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